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ま
す
始
め
に
、

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ま
、

こ
家
族
、

関
係
者
の
曽

さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
の
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、

今
な
お
津
波

被
害
の
大
き
さ
を
物
語
る
大
き
な
爪
痕
が
残
り
、

復
旧
も
遅
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、

復
興
に
向
け
元
気
あ
る
民
間
企
業
の
動
き

が
活
発
化
し
て
お
り
、

衣
食
住
の
基
本
で
あ
る
総

合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
店
や
地
元
建
設
関

連
業
者
の
素
早
い
動
き
で
の
住
宅
修
繕
お
よ
び
改

築
工
事
等
、

何
か
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
共
通
の

こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
達
同
窓
会
員
の
仲
間
で
も
実
際
に
被
災
し
た

方
、

災
害
復
旧
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
し
た
方
、

仮
設
住
宅
建
設
関
連
に
携
わ
っ
た
方
、

色
々
な
事

に
関
わ
っ
た
方
が
多
数
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
母
校
の
基
本
理
念
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

「も
の
づ
く
り
産
業
の
高
度
化
、

高
付
加
価
値
化

に
対
応
で
き
る
高
度
な
知
識
及
び
技
能
を
兼
ね
備

え
た
実
践
技
術
者
を
育
成
し
、

就
業
を
通
し
て
本

県
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、

私
達
実
践
技
術
者
が
率
先
し
て
広
い
意
味

で
の
復
興
支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

復
興
Ｈ

「も
の
づ
く

り
」
と
解
釈
し
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
本
の
柱
を
製
材
し
販
売
す
る
プ
ロ
セ
ス
も

「も

の
づ
く
り
」
の

一
つ
で
す
し
、

住
宅
の
建
て
直
し

に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
「も
の
づ
く
り
」

も
の
が
く
峰
藤
韻
鰺
罐
載
鞍

旗
鶴
騒
緊
藤
へ

一の
強
鶴
畢

昌

長

菊

池

正

網

！

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

復
興
と
い
う
大
き
な
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
中
の
小
さ
な
プ
ロ
セ
ス
を
私
達
が
活

躍
す
べ
く
ス
テ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、

不
況
と
震
災

が
重
な
り
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

同
窓
会
員

各
々
も
感
じ
て
い
る
所
で
す
。

こ
の
社
会
環
境
の

中
で
も
、

こ
れ
か
ら
５
年
、

１０
年
と
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
復
興
が
進
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

と

り
わ
け
母
校
に
お
い
て
は
、

技
能
五
輪
の
全
国
大

会
連
続
出
場
と
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
有
能
な
人
材
は
、

更
に
知
識
と
技
能

を
伸
ば
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

私

達
同
窓
生
も
、

現
状
維
持
で
は
な
く
し
て
後
輩
達

に
追
い
抜
か
れ
な
い
様
、

国
々
切
確
琢
磨
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

1   1

奥
州
藤
原
氏
と

平
泉
文
化

畿
鴎謡
騒
騒
鰐
鑑
曇
縄
曜

平
泉
の
文
化
遺
産
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
の

を
機
に
金
野
静

一
氏
か
ら
特
別
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

冒
頭
、
３
月
――
国
の
大
震
災
津
波
に
触
れ
、

首
一

観
「
年

（平
安
時
代
）
に
も
同
規
模
の
津
波
が
東

日
本
に
押
し
寄
せ
た
記
録
が
歴
史
書
に
見
ら
れ
（

音
の
事
を
学
ん
で
後
世
へ
の
教
訓
と
す
べ
き
と
歴

史
学
者
の
立
場
か
ら
鋭
い
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

奥
州
藤
原
四
代
の
初
代
清
衡
は
父
経
済
が
東
北

地
方
の
強
大
な
家
族
で
あ
っ
た
安
倍
氏
に
加
担
し

た
が
故
に
悲
惨
な
目
に
遭
う
。
し
か
し
、

そ
の
後

奥
羽
の
支
配
を
任
さ
れ
る
と
い
う
数
奇
な
運
命
を

辿
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一そ
し
て
後
三
年
の
合
戦
な
ど
度
重
な

！る
戦
で
〓

後
遺
体
の
学
術
調
査
に
立
ち
会
っ
た

・
経
験
を

！！！
基
忙

興
昧
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
紹
介
し
て
聴
講
者

の
耳
目
を
集
め
ま
し
た
。

最
後
に
、

安
億
氏
や

藤
原
氏
の
例
を
挙
げ
、

日
本
の
歴
史
書
は
ほ
と

ん
ど
勝
者
の
側
に
よ
る

こ
と
か
ら
敗
者
の
側
か

ら
の
伝
承
な
ど
に
も
注

意
深
く
耳
を
傾
け
る
大

切
さ
を
説
き
ま
し
た
。
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霧

畿

蕩

ぞ

饉

義

の
整

豊

謬

辱

て

岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
長
　
馬
　
場
　
　
　
守

当
水
沢
校
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
日
頃
の
こ
支

援
と
こ
協
力
に
対
し
て
、

貫
産
奥
会
と
会
員
の
皆
様

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
は
、

大
地
震
と
大
津
波

そ
し
て
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
が
、

同
時
に
か
つ

複
合
的

・
重
層
的
に
起
き
た
大
災
害
で
、

人
的
に
も

ま
た
物
質
的
に
も
過
去
に
例
を
見
な
い
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

改
め
て
被
災
地
の
皆
様
に
は

謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
無
念
さ
と
尊
い
志
を
皆
様
と
共

に
引
き
継
い
で
参
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

自
然
が
ひ
と
た
び
猛
り
狂
え
ば
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
莫
大
で
あ
る
こ
と
、

人
工

科
学
の
最
先
端
技
術
も
ひ
と
た
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

失
え
ば
、

何
十
年
、

何
百
年
の
先
ま
で
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
及
ぶ
懸
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

今
後
、

「自
然
と
如
何
に
共
存
す

る
か
、

人
に
や
さ
し
い
工
学
技
術
と
は
何
か
」
を
常

に
考
え
方
の
ベ
ー
ス
に
お
い
た
産
業
技
術
人
材
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
、

強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、

当
校
を
含
め
て
、

岩
手
県
、

更
に
は
東
北

地
域
を
取
り
巻
く
産
業
界
、

と
く
に
も
の
づ
く
り
産

業
分
野
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
企
業
情
報
に
よ
れ
ば
、

大
手
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
、

中
部
地
区
、

九
州
地
区
に
次
い

で
東
北
地
区
に
自
動
車
生
産
の
第
３
の
拠
点
を
構
築

す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

こ
存
じ
の
よ
う
に
、

自
動
車
は
、

工
学
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
技
術
分
野
が
結

集
し
て
つ
く
り
あ
げ
る
総
合
技
術
製
品
で
す
。

自
動

車
産
業
の
裾
野
ま
で
含
め
れ
ば
、

岩
手
県
は
も
と
よ

り
東
北
地
域
の
産
業
界

，
経
済
界
に
及
ぼ
す
効
果
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
例
は
、

第

２
の
拠
点
で
あ
る
九
州
地
区
の
企
業
群
や
産
業
界
の

成
熟
度
を
見
れ
ば
明
ら
か
と
思
い
ま
す
。

当
校
は
、

前
身
の
岩
手
県
立
高
度
技
術
専
門
学
院

か
ら
の
卒
業
生
を
あ
わ
せ
る
と
、

２０
年
の
長
き
に
わ

た

っ
て
約
１
３
０
０
余
名
の
卒
業
生
を
産
業
界
に
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
は
す
で
に
卸
歳

台
前
半
か
ら
３０
歳
後
半
に
か
け
て
の
中
堅
エ
ン
ジ
エ

ア
と
し
て
、

岩
手
県
や
東
北
地
域
さ
ら
に
は
首
都
圏

で
も
の
づ
く
り
産
業
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、

産
業

界
か
ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の

大
震
災
に
際
し
ま
し
て
、

短
期
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
の
企
業
活
動
を
通
し
て
、

震
災
復
興
に
向
け

た
直
接
支
援
や
側
面
支
援
で
ぜ
ひ
こ
尽
力
頂
く
こ
と

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
当
校
と
し
て
は
今

後
、

自
動
車
産
業
界
な
ど
の
産
業
界
の
動
き
に
呼
応

し
た
産
業
人
材
の
育
成
を
通
し
て
産
業
　
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て
貢
献
し
、

中
長
期
的
な
視
点
で
、

震

災
復
興
の
後
方
支
援
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

仕
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、

会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
、

当
校
を
介
し
て
の
情
報

交
換
の
有
用
性
の
こ
意
見
を
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
会
員
の
皆
様
の
大
切
な
財
産
で

あ
り
、

広
け
れ
ば

一
層
そ
の
有
用
性
が
増
す
と
思
い

ま
す
。

今
後
に
向
け
て
、

産
業
技
術
短
期
大
学
校
矢

巾
校
と
、

業
務
運
営
と
教
育
面
で

一
層
の
連
携
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、

貴
会
に
お

か
れ
ま
し
て
も
矢
巾
校
同
窓
会
と
、

情
報
交
換
な
ど

連
携
協
力
を
進
め
て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

最
後
に
、

当
水
沢
校

へ
の
変
わ
ら
ぬ
こ
指
導
と
こ

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

産
奥
会

と
会
員
の
皆
様
の

一
層
の
こ
発
展
と
こ
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
蔵
２２
年
度

１０
月

・
同
窓
会
報

『産
奥
会
』
通
信
第
２
号
発
行

名
産
奥
会
』
同
窓
会

平
成
理

・
２３
年
度
期

定
例
総
会
開
催

水
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
卸
周
年
記
念
事
業

名
産
奥
会
』
か
ら
記
念
品
の
体
育
館
暗
幕
を
贈
呈
）

ｉ３
月

。
東
日
本
大
震
災

（――
日
Ｍ
時
４６
分
相
秒
、

Ｍ
ｗ
９
　
０
）

・
卒
業
式

（６
期
生
６７
名
）

簡
素
に
挙
行

（登
校
者
に
証
書
授
与
）

名
産
奥
会
』
同
窓
会
　
平
成
２２

・
２３
年
度
期

第
１
回
臨
時
総
会
の
開
催

平
成
２３
年
度

！４
月

・
新
入
生
入
学

（６０
名
）

※
震
災
の
た
め
入
学
式
は
中
止

・
い
わ
て
就
職
面
接
会
Ｉ

（２
学
年
）

！５
月

・
球
技
大
会
の
開
催

（ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
総
合
優
勝

電
気
技
術
科
２
年
）

。
い
わ
て
就
職
面
接
会
Ｅ

（２
学
年
）

！６
月

。
原
子
核
反
応
に
関
し
て
の
特
別
講
演
会
の
開
催

（講
師
は
物
理
学
講
義
担
当
の
佐
藤
弘

一
氏
）

（学
生

・
職
員
）

・
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
の
開
催

（高
校
生
等
）

・
陸
前
高
国
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（電
気
技
術
科
学
生

・
職
員
）

！７
月

名
奥
州
藤
原
氏
と
平
泉
文
化
」
特
別
講
演
会
の
開

催

（講
師
は
元
県
立
博
物
館
長
の
金
野
静

一
氏
）

（学
生

・
職
員
）

・
キ
ャ
ン
パ
ス
説
明
会
の
開
催

（高
校
生
等
）

・
企
業
実
習

（イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
実
施

（―
学
年
）

！９
月

・
推
薦
入
学
試
験
の
実
施

（水
沢
校
第
Ｉ
期
）

同
窓
会

『産
奥
会
』
平
成
控

・
郷
年
度
期

第
２
回
役
員
会
の
開
催

平
成
郷
年
６
月
伊
日
と
３０
国
に
陸
前
高
田
市
で

災
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

伊
国
は
雨
天
で
し
た
が
、

電
気
技
術
科
―
年
学

生
と
職
員
総
勢
郷
名
で
畑
の
石
の
除
去
や
畝
立
て

を
行
い
ま
し
た
。

３０
国
は
天
気
が
良
く
気
温
が
上

が
り
埃
も
舞
う
中
、

電
気
技
術
科
２
年
学
生
総
勢

劉
名
で
ガ
レ
キ
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

怪
我
に
よ
る
破
傷
風
や
熱
中
症
に
留
意
し
な
が

ら
、

「さ
せ
て
い
た
だ
く
」
の
精
神
で
皆
が
力
を
合

わ
せ
て

一
生
懸
命
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

（電
気
技
術
科

上
席
技
術
指
導
員

〓
一浦
幸
喜
）

平
成
２
年
に
県
立
高
度
技
術
専
門
学
院
が
開
設

さ
れ
て
か
ら
劉
周
年
を
迎
え
、

平
成
控
年
１０
月
砲

国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
卸
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
母
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、

記
念
品

（体
育
館
の
暗
幕

一
式
）

の
贈
呈
の
ほ
か
多
部
門
で
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
品
は
、

記
念
式
典
に
お
い
て
菊
池
同
窓
会

長
か
ら
滝
川
校
長
ヘ
ロ
録
で
贈
呈
し
ま
し
た
。

・
記
念
品
贈
呈

・
記
念
植
樹

・
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作

（矢
巾
校
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
に
依
頼
）

・
記
念
横
断
幕
製
作

・
学
生
歌
の
Ｃ
Ｄ
製
作

。
そ
の
他
学
園
祭
運
動
イ

ベ
ン
ト
の
支
援

・
１０
年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
掘
出
し
と
新
規

カ
プ
セ
ル
の
埋
設
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逆0兄宰R雀訣起業して11年)
早しヽもので卒業してから]フ年が経過してしヽます。現在私|よ

コンピュータ関係の会社を経営してしヽます。経営としヽつても

社員が他にしヽるわけでもなく私一人で運営しているとても小さな小さな会社です。そんな小さな会社
も法人になリフ年目、個人事業主の時代を含めると]1年が経過してしヽます。

学生の頃|よあまり真画目な生徒ではなく、バイ トをしてお金が貯まれば海外へ、卒業しても少し働
いてお金が貯まれば海外へ、そんな生活を30歳 までしていました。社会的に見れば 「不良」だつた
と思しヽます。起業の理由もかなり不純で 「自営になれば好きな時に休み旅行へ海へ山へ、と出来るの
では?」 が始まりでした。3]歳 で結婚しましたが確かにそれまで|よそんな生活をしてしヽました。

(貯金はもちろん出来ませんでした。)
結婚を機に会社登記したのも相手のこ両親に少しでも安心してもらえるよう、また今までの自己中

心的な生活と決別する為に、区切りとして泣く泣く法人化しました。

そのような過去がありつつも現在会社|よ資本金も増資し、何とか税金を納める位まで業績を伸ばす

事が出来てしヽます。

始まりはかなりいしヽカロ減でしたが、年月が経ち会社を育てるとしヽう楽しみも幾分感じ取れる様にな
つてきました。法人という自分の分身をどれだけ育成できるか、経営の一つの楽しみでもあると感じ
ています。

時間|よ経過しましたが、今でも出席日数が足りす卒業出来なしヽとしヽう夢を恥すかしながら見る事が
あります。しかしそんな学生時代を8、と振り返ると、あんなに輝かしく楽しい時間|よ本当にあったの
だろうかと、それこそ夢のように感じてしまう3ア歳2児の父であります。当時の同級生、後輩、先
生方との交流は今も続いており、学生時代に頂いた大切な私の財産となつています。在校生の皆さん
も精一杯 「今しかなしヽ大切な時間」をお過こし下さしヽ。

▲一，店性

0アンサーポイント

菅 原 章 次
(平成6年度・制御システム科卒)

花田設備ltl

佐 藤 楼 恭
(平成19年度・建築設備科卒)

学生時代を振り返つて
私が学生の時、クラスメイ ト|よ]]人 しかいませんでした。他のクラスと比べても少なく、何かと

大変でしたが、その分、団結力という面では良かつたのかなと思つていました。

授業の中で|よ、毎日のようにレポー ト提出がありましたが、クラスの曽と協力して乗り切つたこと
を覚えてしヽます。

実技では成績も悪く、よく先生方に叱られながら作業をしていました。

しかし、今振り返つてみると、そこで学んだ厳しさ|よ社会人としての心構えだつたんだなと強く感
じています。

社会に出れば、厳しいこと、苦ししヽことが必すあると思しヽます。その時がきた時は、学生時代に自
分が努力し頑張つたことを思しヽ出し、逃げ出さすに乗り切つて欲ししヽです。

最後に、資格は何処に行つても自分にとつてプラスになるので、一つでも多く取得出来るよう一日
一日を大切に過こして頂きたいです。

岩 手 電 工 帥

武 蔵 香 元
(平成22年 度・電気技術科卒)

念願の社会人になつて
私は平成23年 3月 、大変お世話になつた産業技術短期大学校を卒業し、晴れて4月 からの就職先

である県内の企業に入社しました。

入社し、始めは社内での業務を学びました、マナー研修、電話応対及び書類作成等です。その後、

震災の影響もあり、仮設住宅での研修となりました。朝早くから夜遅くまででしたのでくたくたに
なつてしまいました。ですが、仕事を教えていただいてしヽるので自分に出来ることは進んで探してしヽ

くよう努めました。
3カ 月間の研修で会社内外のたくさんの方々にお世話になり感謝するとともに、学んだことを今後

の仕事に活かしていきたしヽです。

在校生の皆さん、2年間という学生生活の間に出来ること、やりたいことを思う存分やり、楽ししヽ

学校生活で卒業して欲しいと思います。

建築設備科講師

(平成11年～同1フ年、

平成22年 ～現在)

菅 原 利 之

卒業生の皆様におかれましては、無事にお過こしでしょうか。
このたびの一連の大震災に際しまして被災された方々に|よ、心よりお見舞しヽ申しあげます。
さて、私|よ就職やインターンシップの関係などで、企業を訪ねたりした際に卒業生の皆さんのこ活

躍を耳にすることがありますも最近は、や|より震災復興に関する内容が多しヽのですが、そのような話
を聞くと、とても頼もしく思いますし私自身も詰りに感じます。
それというのもみなさんの多くの就職先が、ライフラインや工業製品など人々の暮らしに直接的に

深く関わつている分野であり、お客様の顔が良く見えている職場であるからに他なりません。みなさ
んも仕事の結果が目に見えて分かるというの|よ、緊張感がありますし何よりも 「やりがい」になって
いるのではなしヽでしょうか。

今年度|よ入学式を執り行うことはできませんでしたが、3科 総勢60名 の新入生を迎え新たなス
ター トを切ることができました。その彼らがインターンシップを8月 22日 から26日 の間で行い戻つ

てまいりました。皆回々に言うの|よ「面白かつた」 「就職後のイメージを持てた」などの収穫があり、

後輩たちも段々と頼もしくなつてきてしヽます。

皆さんも少しすつ仕事に慣れ、責任も大きくなり、壁に突当たることもあるかと思いますが、試行
錯誤しながら、一人でだめなら他の人の力も借りたりして障害を乗越え、成長してしヽくことを願つて
います。今年の学園祭は]0月 8日 (土)、9日 (日)となつていますので、元気な姿をたまには学校に来
て見せて下さい。

それでは、皆さんのこれからのこ健勝こ活躍を祈念しております。
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騒平成22年度卒業生の状況 (人)

科  名 卒業者数
就 職
希望者

就職者
就 職 率

(うち県内)
就 職 先 等

生産技術科 23 23 2 ]
9 1 3 0 / O

(フ83 0 / O )

働千田精密工業、シチズン東北仙、和同産業lla、側共立精工、側エフビー、側ツク
バ、0東 水エンジエアリング、側サンセイ イ サワ支社、働多加良製作所岩手工場、

いベン、llDキンレイ、東北公営企業働、0/AN楽、い国ピス岩手、プライフーズ側第
一ブロイラーカンパニー、側北光、フジテックl141、側木村産業、いやまびこ

電気技術科 ]9 1 9 18
9 4 7 0 / 0

( 5 2 6 0 / 0 )

岩手電工働、勝田電設工業船、船アイオー精密、い興和電設、船北奥羽電設工業、岩
舘電気lrt、東北電力硼、側ダイデンテクノス、側マイスターエンジニアリング、側ア
イデン、東日本機電開発船、側ベン、新国本製鐵l■l棒線事業部釜石製鐵所、大栄電気

建築設備科 25 23 23
] 0 0 0 0 / 0

(ア83 0 / 0 )

丸片機水工業い、llll片山組、小山田電業働、第一設備工業m、サンワテクノい、l■l興和電設、
東北公営企業l■l、いインターセントラル、県南設備工業欄、l■l地水、l■l木内計測、ln~小野寺
設備、佃ベステム岩手支店、0藤建工匠、llt丹野設備工業所、硼双葉設備アンドサービス、

い畠山冷機工業所、花田設備0、い立石工務店、0佐久間塗装工業、l■l多加良製作所

計 6フ 65 62
9540/0

(7080/0)
進学者2名 (東北職業能力開発大学校応用課程)

轟平成23年度入学生の状況 (人)

科   名 定  員 応募者 合格者 入学者

生産技術科 20 32 23 2 1

電気技術科 20 34 22 20

建築設備科 20 21 22 1 9

計 60 8フ 6フ 60

※応募者数は第1志望者のみ。合格者数1よ第2志 望を含む。

圏出身地別入学者数 (人)

岩手県広域振興局 平成23年 度 平成22年 度

県央盛岡地区 (本局) ]] 1 フ

燥

南

花巻地区 4 6

遠野地区 1 5

北上地区 4 フ

奥州地区 (県南本局) ]8 16

一関地区 ]0 12

ム
旭
］序

大船渡地区 4 3

釜石地区 (沿岸本局) 2 0

目古地区 l 3

県
北

久慈地区 (県北本局) 1 0

二戸地区 2 2

岩 手 県 外 2 3

計 60 74

産業技術短期大学校‐
編頓記掛記

このたびの東日本大震災により、

家庭や職場などに大きな被害を

受けられた同窓生の皆 さまにお

見舞しヽ申し上げますとともに、一

日も早い復旧 ・復興をお祈りいた

します。

これからの岩手の復旧 ・復興に

1よ、「ものづくり」を学び従事して

しヽる私たちの若しヽ力が必要とされ

てしヽます。地元のために頑張 り、

活躍する同窓生に期待します。

年に一度の発行ですが、これか

らも同窓会の活動や近況報告な

どを中心に皆さまへお届けしたい

と思しヽます。

また、分かり易く親 しみのある

会報にするため、皆さまのこ意見、

こ感想をお待ちしております。

編集委員長 高 橋  充

二
悦

修

敬

職

田

藤

隈

新

遠
事務局長

教育部長

生産技術科

電気技術科

電気技術科

事務局

生産技術科

電気技術科

電気技術科

事務局長

事務局

1

香
平成23年 10月8日 (土)。9日 (日)

10:00-16:00

餅まき 8日 、9日の午前・午後

(計4回 )
・公開講座 (校長特別講演会)

「次世代エネルギニデバイス」
十 分散電源としての2次 電池 一

(8国  ]3i30～ 15i10)
。電気自動車試乗会

(9日  ]],00～ 14:00)
・ミニSL(6人 乗り)終 国
・おもちゃ病院
・ものづくり教室
・各科展示、実演コーナー、

模擬店その他

【異 動】
・赤 堀 拓 也

(矢巾校へ)
・有 原 一 文

(矢巾校へ)
,飯 坂  ち ひろ

(矢巾校へ)
・原 田 静 雄

【転 入 】
継 枝 正 行
(矢巾校から)

菅 野 研 一

(矢巾校から)

飯 坂   覚

(矢巾校から)

大 畠   齊

村 上  昭  樹

…  産 業授術短期大学校HP● httpノ/Www.iwate口 itacttjp/

卒業証明書や成績証明書等の交付申請をする場合は、事前に水沢校事務局 (019フー22-4422)

交付までに数日 (時間)わめ か`ることがあります。

申請方法等については、岩手県立産業技術短期大学校のホームページ 「卒業生されたみなさまへ」

へ連絡して下さい。

をこ覧下さしヽ。


